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だれもが安心できる良い医療と福祉を患者さん、地域の皆さんとともに力を合わせ
て実現します。
その為に、私たちは、北九州地域の医療機関をはじめとするあらゆる機関・団体と
の連携を強化し、地域の医療・福祉のネットワーク作りに貢献します。
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　2016年 6月 18日 (土 )に医学部新入学生企画として医学部医学科１

～3年生を対象とした実践型体験学習『REAL医療体験』を開催しまし

た。研修医3年目の塩塚健太医師と香川正樹医師を中心に企画内容を練

り、より実用的な一次救命処置 (BLS) をメインに行うこととなりました。

　参加学生からは『臨床の最前線で働く医師と交流ができ良かった』『医

師を目指すモチベーションが上がった』『健和会大手町病院の実習見学に

参加したい』など好評でした。

　今後もこのような企画をとおして健和会大手町病院と医学生の関係を

強め、健和会を牽引する医師の誕生につなげていきたいと思います。

医療の質向上をめざして医療の質向上をめざして

実践型体験学習
REAL医療体験

医師を志す
若者を育てる！

医学生応援企画

　健和会大手町病院は地域医療に貢献する取り組みとして、医師を志す医学生を招いての学習や
外部を招いての症例検討会など多彩な取り組みを行っています。今回はその一部をご紹介します。

2016年6月18日（土）
10:00～15:00

9名

日  時

参加医学生

スケジュール

時　間 内　容 担　当

10:00～ 15分 院長挨拶 西中院長

10:15～ 25分 病院紹介 村上課長

10:40～ 30分 講義『学生・研修医生活を振り返って』 塩塚Dr．

11:10～ 60分 実技体験『BLS』 塩塚Dr．香川Dr．

12:15～ 55分 昼食交流

13:15～ 60分 ER、ICU/HCU、ドクターカー見学

14:25～ 35分 閉会式

▲西中院長より開催挨拶

▲診療サービス部村上課長より
『病院紹介』

▲塩塚医師より講演
『医学生と研修生活の振り返り』
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ER～CRITICAL CARE COFERENCE
地域と共に

　症例に学
ぶ

第 9回

一般演題

特別講演

2016年６月17日（金）18:50～20:30

※ CRITICAL CARE（クリティカルケア）…
重篤な外傷や手術によって、生体機能（呼吸・循環）に重大な障害がもたらされ、生命の危機に陥っている
患者に対し、集中的な観察とケアを施すこと

　三宅医師の一般演題では、北九州地域で多くの外

傷症例が搬送される当院の症例の中から、特に墜落

外傷について分析を行った結果を紹介しました。墜

落高からの生存率を示すことによって、救急での処

置についても非常に勉強になる内容でした。

　藤谷教授の特別講演では、敗血症の新定義SOFA

（臓器障害スコア）について、また、感染により起

こる臓器障害の有無が重要になることの説明が行わ

れました。

　また、院内ＣＰＡ（心肺停止）の中で回避できる

ものは 15％あるとのことであり、そのための注意

事項について、分かり易く、詳しく説明して頂きま

した。

　今回は法人外からも多くの医師・看護師・コメディ

カルの方々（法人内 43名、法人外 37名）にご参

加いただき、盛況に終えることが出来ました。 

健和看護学院4階研修室

健和会大手町病院　院長　西中 徳治医師

健和会大手町病院　院長　西中 徳治医師

健和会大手町病院　外科部長　三宅 亮医師

聖マリアンナ医科大学　救急医学　藤谷 茂樹教授

「当院に搬送された墜落外傷の分析」

「敗血症の新定義
－院内における敗血症早期診断と介入－」

日  時

場  所

座  長

座  長

演  者

演  者

▲ドクターカー見学  

▲藤谷教授の特別講演

▲三宅医師の一般演題

▲ ER 見学  ▲昼食交流 
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医療の方針を教えてください
　３月まで門司病院や門司掖済会病院などで麻酔科の
専門医として働いていました。母が小児科を、私が在宅
医療と緩和ケアを中心に診療を行う体制になったのは
今年の４月からです。入退院をくり返しながらも退院
したその足で診療に当たっていた父の姿を見てきたこ
ともあり、「断らない」をモットーにしています。また、
在宅の患者さんに対しては「どれだけ自然に自分らしく
過ごせるか」ということを一番に考え診療しています。

医院の特徴を教えてください
　ペインクリニックを中心とした一般内科外来と自宅や施
設への訪問診療、金曜日には掖済会病院でペインクリニッ
ク外来を行っています。帯状疱疹やその後の神経痛、高血
圧、糖尿病など様々な症状に悩む患者さんと話し合いなが
ら、最適な医療を提供することに力を注いでいます。また、
在宅の患者さんに対しても硬膜外カテーテルを用いて痛み
のコントロールをつける治療を試みています。

健和会大手町病院との連携について
　困ったときに助けてくれるとわかっているので、安
心して訪問診療やお看取りができます。高齢の患者さ
んは誤嚥性肺炎で急に悪くなってしまうこともあるの
ですが、電話をするとすぐに受け入れていただけるの
で心強いです。

趣味や休日の過ごし方は？
　子供が４人いて、うち３人が産業医大の野球部に
入っているので、試合の応援に行くこともあります。
夫も野球のコーチをしていて、つい先日は息子３人
が選手として、夫が審判として同じ試合に出場しま
した。見ていて面白かったです（笑）

読者のみなさんにひとこと
　総合的な診療で全身管理を行っていきたいと考え
ています。一人ひとりを大切に、ご要望があれば何
でも応えていきたいです。他の病院の先生方ともお
互い顔が見える関係にあり、紹介もできますので安
心してご来院ください。

〒
東門司
郵便局

あきたけ医院

丸和ジョイフル

ローソン

門司市立図書館

セブン
イレブン

門司

国道2号線

西日本
シティ銀行

〒801-0873  北九州市門司区東門司２丁目４番18号　TEL 093-321-0541 

　痛みの診断・治療を専門とする「ペインクリニック」を
主に内科的な診療もされています。在宅診療での疼痛コン
トロールの重要性を伺い感慨深いひと時でした。
　今後とも宜しくお願い致します。
 インタビュアー：石田かおる（医療連携部）

H e l l o !  c o o p e r a t i v e  C l i n i c  D o c t o r

健和会大手町病院にご協力いただいている医院を訪問  

〒801-0873   北九州市門司区東門司２丁目４番18号
TEL 093-321-0541・FAX 093-321-0544

手を結んで地域の医療ネットワークづくりを推進しています

63

「患者さんが自然体でいられるように全力を注ぎたい」
と語る眞鍋祐美子先生

▲高気圧酸素
ボックスも完備

小児科、病児保育室、内科、麻酔科、在宅支援診療所

あきたけ医院

▲門司では珍しい
　病児保育室
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職種横断チームへの関わり職種横断チームへの関わり

　医療安全管理部は、患者さんを始
め、当院を利用される全ての皆様へ
医療の安全と安心の提供に寄与する
ことを第一の目標に、リスクマネジ
メントと感染制御の役割を担ってい
る部署です。

毎年開催しているリスク
“患者誤認防止キャンペーン”ポスター

毎年開催している感染“手洗いキャンペーン”
～ ICT事務局メンバーお揃いのユニホーム着用～

　感染制御については、専従 ICN（感染管理認定看護師）と ICS（感染管理スタッフ）が事務局
を担い、ICD（感染制御医師）、薬剤師、検査技師と共に ICT（感染対策チーム）として、院内リ
ンクナースやリンクスタッフと共に院内感染率の減少、感染対策等の推進に取り組んでいます。
　更に、北九州感染制御ティーム「KRICT」とも連携し、院内だけでなく北九州地域の感染制御
に向けた活動を行なっています。
　部内員は4 名と少ないですが、“問題解決のために現場に率先して出向き、当該スタッフと共に
対応を考え、実践する”をモットーに、今後も業務に勤しみたいと思っています。皆さまと共に頑
張りますので、ご協力お願い致します！

現場の問題を迅速に掴み、解決することをめざして

医療安全管理部

事故を未然に防ぐリスクマネジメント事故を未然に防ぐリスクマネジメント
　リスクマネジメントについては、専従医療安全管理者（２
名）を軸に、委員長（副院長）と医薬品安全管理者（１名）、
医療機器安全管理者（１名）と協働し、各職場の医療安全
推進者が中心となって、院内の医療安全に関する様々な取
り組みが遂行できるよう活動を支援しています。
　また、事例のタイムリーな検証や取り組みの評価を行な
うため、　委員長と医療安全管理者において週 1回のミー
ティングを継続して実施しており、事故予防・再発防止策
等の更なる強化を目指し活動しています。
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　化学災害の可能性、及び当院も被災
（ライフラインの停止等）の可能性もあ
るとして、その対応状況についての確
認、化学防護服の着用についての訓練
を行うことで、装備の保管場所につい
ても確認することができました。また、
イエロー患者エリアを一般外来待合（外
科・整形外科前）に移し被災者数の増
加に備える対応を行い、必要な体制・資機材等についても改めて確認を行うこと
ができました。
　小波瀬病院ＤＭＡＴ受援については、今回で 2回目となりました。今回はＤＭ
ＡＴ本部立ち上げを行い、衛星電話設置・広域搬送等についても訓練を行いまし
た。
　訓練での反省点・参加者からの意見等を踏まえ、意識をもって「もしもの時・
万が一」に対応できる様、今後も取り組んでいきたいと思います。

訓練参加職員／２１３名
医師：２７名　看護部：８８名　コメディカル：４２名　
事務関係他：５１名　見学者（２０名）

▲北九州消防局からの講評

▲小波瀬病院からのＤＭＡＴ受援

▲救急患者受け入れごとの処置状況の確認

▲患者の状態確認

　今回は都市高速大手町ＩＣ付近でセスナ機墜落後、危険物運
送中の大型タンクローリーに衝突したことを想定しました。化
学災害の可能性を考えての対応、及び当院のＤＭＡＴ活動及び
他病院からのＤＭＡＴ受援等の試みを行いました。参加職員に
ついても、いつ起こり得るか分からない災害に対して、意識を
持って訓練に取組めたのではないかと思っています。

 1． セスナ機墜落後、危険物運送中の大型タンクローリーに衝突、
化学災害の可能性も想定。

 2． 爆風による院内被害確認のため、チェックリストを使用。
 3．メーリングリストによる、医師招集要請。
 4． イエロー患者エリアを前年同様、外来（外科・整形外科前）と

する。
 5． 傷病者は重症・中症約３０名の患者受入れを行う。
 6．リバーストリアージによる入院ベッドの確保。
 7． アクションカードの配布（医師含む）及びその使用による指

示・対応訓練。
 8．無線機（トランシーバー）による連絡訓練。
 9．小波瀬病院ＤＭＡT受援。
10．その他

今回の訓練想定内容

■開催日　2016年 6月11日（土）

第13回  健和会大手町病院災害訓練
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❼
肩
周
り
の
運
動

❶ 椅子などに腰掛けて楽な
姿勢をとります。

❷ 自分の肩を耳に近づける
ように肩を持ち上げていき
ます。

● 身体が丸くならないよう
に真上にまっすぐあがる
ようにしましょう。
● 足が浮かないように気を
付けます。
● 痛みが無い範囲で行いま
しょう。

POINT

だれもが健康で安心して
住みつづけられる街づくりをめざして

▲正しい歯みがき

▲ 31名全員が修了証を頂きました

▲エコー体験▲ＣＴ体験

　小学生（1年生～ 6年生）31名、スタッフ 13名の
参加で開催しました。午前は病院スタッフ（栄養科・
検査科・歯科）より「食べ物のはなし」、「バイキンをやっ
つけろ」、「歯のはなしと正しい歯みがき方」の内容で
日頃学校では学べないことを学習しました。
　午後は病院探検（救急外来・放射線科・検査科）を
おこないました。「救急車で運ばれるのはいやだけど、
救急車の中を見れて楽しかった」、「エコーでおなかの
中を初めて見たので、すごかった」「病院探検はとて

もおもしろかった」な
どの感想があり、ち
びっこの参加者には、
貴重な体験と学習がで
きた保健学校になりま
した。

１分１分で出来るで出来る かかんんたたんん体体操操

スキマ
4 4 4

時間
を使う

 第20回

夏休みちびっ子保健学校を開催しました
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表紙の写真

●広報誌に関するご意見・ご要望は…

公益財団法人 健和会
〒803-8543 北九州市小倉北区大手町15-1
TEL 093-592-5511（代）   FAX 093-592-5966
E-mail  renkei@kenwakai.gr.jp
http://www.kenwakai.gr.jp/健和会大手町病院  広報委員会

　登山をやっている者にとって北アルプスは一度は行ってみたい所で
ある。その中でも涸

か ら さ わ

沢は言わば憧れの聖地である。涸沢は奥穂高岳
（3190m）、涸沢岳、北穂高岳等への登山の拠点となっている。
　ときは2015年9月、ついに聖地涸沢に足を踏み入れた。涸沢は標高
2300mの地にあり、この年は例年より一足早く秋が始まっていた。
　ここの紅葉は、色彩のパレットのような素晴しい色合いの紅葉と険しく切
り立った穂高連峰のコントラストで、日本一だと言われる程美しい所である。
　この景色を見るために、上高地から登山道を6時間程登って来る価
値はある。機会があれば今一度訪れて3000m超えの北穂高や奥穂高
の頂きにチャレンジしたい。

●第 2・第 4土曜日は休診になります。
●午後の内科診療は、予約の方を対象とした専門外来のみです。

ご注意ください

By ： bluesky

北
ア
ル
プ
ス
初
秋

休診日のお知らせ

10月

9月4・10・11・18・
19・22・24・25日

2・8・9・10・16・
22・23・30日

月 火 水 木 金 土

内　　科 午前

是永秀樹（糖　尿）

下園孝治（再　診）

山口征啓（初　診）

内村作子（内　科）
（3 週除く）

田場正直（循環器）

中尾英太郎（内　科）

下園孝治（初　診）

是永秀樹（糖　尿）

井上三保子（高血圧）

原田浩介（初　診）

渡 辺　周（初　診）

粟屋幸一（内　科）

山本哲也（初　診）

下園孝治（再　診）
井上三保子（高血圧）
輪　　 番（初　診）
髙尾安司（内　科）
（５週除く）

中尾英太郎（初　診）
（２・４週）

金澤剛志（初　診）

山口征啓（内　科）

名和田彩（膠原病）

築島直紀
※
（循環器）

下園孝治（初　診）

内村作子（初　診）

山口裕崇（初　診）

是永秀樹（糖　尿）

田場正直（初　診）

村上右児（初　診）

林　 良 子（初診・予約）

外 　 科 午前
松山　晋平 陣内真理子 輪　番 松山　晋平 輪　番 ①三宅 亮 ③古城 都

⑤花木祥二朗花木祥二朗 三宅　　亮 古城　　都 三宅　　亮 松山　晋平

整形外科 午前

宮地　有理（再診・予約） 古川　雄樹 吉野興一郎（リウマチ） 宮地　有理（再診・予約） 古川　雄樹（手外科）

輪　番
酒井　和裕 濵﨑　将弘（脊椎外科） 永吉　信介 馬渡　玲子 濵﨑　将弘（脊椎外科）
杉田　　健 馬渡　玲子 原口　和史（関節外科） 酒井　和裕（手外科） 原口　和史（関節外科）

渡邉　利絵 鳴門　聰雄 家入　雄太（再　診）

脳 神 経
外 　 科 午前 山根亜希子 奥　　高行 末廣　栄一

（頭部外傷専門外来）
吉野　弘子 奥　　高行

産婦人科 午前
佐々木俊雄 佐々木俊雄 佐々木俊雄 佐々木俊雄 佐々木俊雄 佐々木俊雄
今井　彰子 今井　彰子 今井　彰子 今井　彰子 今井　彰子 今井　彰子

耳 鼻 科 午前 土生　秀明 土生　秀明 土生　秀明 土生　秀明 土生　秀明
皮 膚 科 午前 山本　淳子 山本　淳子 山本　淳子 山本　淳子 輪　番
形成外科 午前 増田　大介 多田　英行 輪　番 増田　大介 多田　英行 輪　番
泌尿器科 午前 栗栖　弘明 栗栖　弘明 栗栖　弘明 池田　英夫 池田　英夫 輪　番

●内科午前の※印の箇所は初診及び紹介の方の診察は行っていません。
●診療体制が変更される場合がありますので、詳細はお問い合わせください。
●水曜の耳鼻科は検査のため11時以降1時間程度中断することがあります。

外来担当医師（９月予定）

診療受付／午前…8:40～ 11:30　午後…13:30～ 16:00
　　　　　（初診の受付は午前8:40～ 11:00まで）
診療時間／午前…9:00～ 12:00　午後…14:00～ 17:00
休 診 日／日曜・祝日、第２・4土曜、8月14日・15日、年末年始（12月30日～1月3日）

特別診療
（予約制）

午　　前

救 急 科 西中　徳治（月曜）
感 染 症 科 輪番（月曜・金曜）
感 染 症 科 水野なずな（木曜 10：00～ 12：00）
感 染 症 科 海外渡航・ワクチン（金曜）（土曜／休診日除く）

午　　後

高 血 圧 井上三保子（月曜）
脳神経外科 脳動脈瘤専門（木曜／月１回）　鈴木　倫保（山口大学 脳神経外科 教授）
脳神経外科 脊髄・脊椎・末梢神経専門（第３木曜）　五島　久陽（山口大学 脳神経外科）
脳神経外科 頭痛専門（水曜）　米田　浩（山口大学 脳神経外科）
脳神経外科 パーキンソン・てんかん・痛み専門（月曜・土曜／不定期）　井本　浩哉（山口大学 脳神経外科）
脳神経外科 小児脳神経外科専門（月１回／不定期）　野村　貞宏（山口大学 脳神経外科）
労 働 衛 生 田村　昭彦（月曜）
病 理 診 断 松木　康真（水曜・金曜）
漢 方 林　　良子（第 2・4水曜）
感 染 症 科 海外渡航・ワクチン（水曜／ 14:30 ～ 16:00） 
整形外科・漢方 鳴門　聰雄（火曜・水曜・木曜／ 14:00 ～ 16:00）
整 形 外 科 原口　和史（金曜）


